
 

■提出の仕方 

◆総括表の記載例                              図① 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 

●普通徴収とする従業員がいる場合には、次の①②の手続きを行ってください。 

① 普通徴収切替理由書（兼 仕切紙）」を提出してください。（図②「普通徴収切替理由書（兼仕切紙）」参照） 

・普通徴収の理由（切替理由書 符号「普 A」～「普 G」）に該当する場合のみ、普通徴収が認められます。 

・切替理由書は仕切紙を兼ねている為、普通徴収分の個人別明細書の上に綴ってください。（図③「提出時の綴り方」参照） 

② 給与支払報告書（個人別明細書）の摘要欄に、該当する符号（「普 F」など）を記入してください。 

※①②のいずれかの手続きがない場合、原則どおり特別徴収として取り扱います。 
 

【注意点】 

・★１、★２、★３（枚数）は、すべて同じ数になっていることを確認してください。 

・複数の理由に該当する場合は、いずれか一つを選択し、人数を記入してください。 

普通徴収切替理由に該当する、 

特別徴収できない人数 

給与支払報告書を提出する従業員のうち、

市・県民税を特別徴収（給与天引き）する人

の人数 
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◆普通徴収切替理由書（兼 仕切紙） 見本   図② 

人

人

人

人

人

人

人

人

事業所名 ○○株式会社
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普Ｇ １年未満の契約社員

普Ｄ 給与の支払いが不定期
(例：給与の支払いが毎月でない)

個人事業主の事業専従者普Ｅ

普Ｆ 退職者、休職者又は退職予定者
※退職予定の場合は５月末日まで

普Ａ

普Ｃ

普Ｂ

総従業員数が２人以下（下記の普Ｂ～普Ｇに該当する、すべ
ての（他市町村分を含む）従業員を差し引いた人数）

他の事業所で特別徴収を行っている
※乙欄適用者を含む

給与が少なく税額が引けない
(例：年間の給与支払額が93万円以下)

普通徴収切替理由

普通徴収切替理由書　（兼　仕切紙）

福井市長　あて

合計

指定番号 141002

符号 人数
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